
 

資料７－１ 形態率の概要 

［本編 p.268 参照］

 

 形態率は、視野の中で建築物が占める割合を、壁面の立体角の割合で示すものであり、

建築物の水平面立体角投射率で表される。魚眼レンズ（正射影）で天空写真を撮影したと

きの写真内に占める面積比としても表される。 

出典）「圧迫感の計測に関する研究・１」（日本建築学会論文報告書 261 号，昭和 52 年） 

 

 

 

RS＝（Ｓ0／πｒ
2）×100 

形態率 RS（％）は、地上の視点Ｐを中心として想定される天球の水平投

影面積（πｒ2）に占める建築物を天球に投影した投影面（Ｓ）の水平投

影面積（Ｓ0）の割合 
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資料７－２ 北地区新建築物の計画を含まない場合の天空図 

［本編 p.287 参照］

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

天空図（地点Ａ：大名古屋ビルヂング前） 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

天空図（地点Ｂ：中央郵便局交差点） 
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